
（3）

＝
生
活
環
境
部
、
都
市
整
備
部

▼
「
三
鷹
市
土
地
利
用
総
合
計

画
２
０
２
２
」
第
１
次
改
定
の

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

▼
「
三
鷹
市
緑
と
水
の
基
本
計

画
２
０
２
２
」
第
１
次
改
定
の

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

▼
「
三
鷹
市
交
通
総
合
協
働
計

画
２
０
２
２
」
第
１
次
改
定
の

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

▼
「
三
鷹
駅
前
地
区
再
開
発
基

本
計
画
」
改
定
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て

▼
赤
鳥
居
通
り
駐
輪
場
の
運
営

再
開
に
つ
い
て

▼
「
三
鷹
市
環
境
基
本
計
画
２

０
２
２
」
の
改
定
に
つ
い
て

▼
「
三
鷹
市
ご
み
処
理
総
合
計

画
２
０
２
２
」
の
策
定
に
つ
い

て▼
「
三
鷹
市
産
業
振
興
計
画
２

０
２
２
」
の
改
定
に
つ
い
て

▼
「
三
鷹
市
農
業
振
興
計
画
２

０
２
２
（
改
定
）
」
の
改
定
に

つ
い
て

東
京
外
郭
環
状
道
路
調
査

対
策
特
別
委
員
会

９
月
18
日

【
行
政
報
告
】

▼
北
野
の
里
（
仮
称
）
ま
ち
づ

く
り
方
針
（
素
案
）
に
つ
い
て

▼
外
環
整
備
に
伴
う
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会

（
平
成
27
年
度
第
２
回
）
に
つ

い
て

▼
外
環
事
業
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て

厚
生
委
員
会

８
月
19
日

【
行
政
報
告
】

▼
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

▼
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
優
先
調
達
実
績
等
に

つ
い
て

▼
平
成
28
年
４
月
開
設
予
定
保

育
施
設

▼
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

（
後
期
計
画
）
目
標
事
業
量
の

達
成
状
況

９
月
９
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
心
身
障
が
い
者
福
祉

手
当
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例�

＝
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

（
平
成
27
年
度
）
に
つ
い
て

＝
市
民
部
、
生
活
環
境
部
、
健

康
福
祉
部
、
子
ど
も
政
策
部

▼
三
鷹
市
健
康
福
祉
総
合
計
画

２
０
２
２
の
改
定
に
向
け
た
検

討
状
況（
中
間
報
告
）に
つ
い
て

９
月
30
日

▼
厚
生
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会

８
月
３
日

▼
管
外
視
察
に
つ
い
て

９
月
８
日

【
行
政
報
告
】

▼「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

（
平
成
27
年
度
）
に
つ
い
て

＝
企
画
部
、
総
務
部
、
市
民
部

▼
「
新
・
三
鷹
市
行
財
政
改
革

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
２

（
仮
称
）
」
骨
格
案
に
つ
い
て

▼
男
女
平
等
参
画
の
た
め
の
三

鷹
市
行
動
計
画
２
０
２
２
の
改

定
に
つ
い
て

▼
調
布
飛
行
場
付
近
に
お
け
る

航
空
機
墜
落
事
故
に
係
る
住
民

説
明
会
開
催
結
果
に
つ
い
て

▼
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
概
要

に
つ
い
て

▼
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
係
る
申

請
受
付
等
の
特
設
窓
口
の
開
設

に
つ
い
て　
　
　
　

９
月
30
日

▼
総
務
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

文
教
委
員
会

８
月
４
日

【
行
政
報
告
】

▼
平
成
27
年
度
第
１
回
三
鷹
市

総
合
教
育
会
議
に
つ
い
て

▼
平
成
27
年
度
教
育
に
関
す
る

事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況

の
点
検
及
び
評
価
（
平
成
26
年

度
分
）
報
告
書
に
つ
い
て

▼
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に

伴
う
休
館
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
つ
い
て

９
月
10
日

【
行
政
報
告
】

▼「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

（
平
成
27
年
度
）
に
つ
い
て

＝
企
画
部
、
生
活
環
境
部
、
教

育
部

▼
平
成
28
年
度
使
用
小
・
中
学

校
教
科
用
図
書
及
び
小
・
中
学

校
教
育
支
援
学
級
用
教
科
用
図

書
に
つ
い
て

総
務
委
員
会

８
月
19
日

【
請
願
】

▼
「
新
川
防
災
公
園
・
多
機
能

複
合
施
設
」
（
仮
称
）
に
設
置

さ
れ
る
保
育
室
で
の
保
育
の
運

営
は
現
状
ど
お
り
「
市
の
直

営
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

�

＝
継
続

【
行
政
報
告
】

▼
調
布
飛
行
場
付
近
に
お
け
る

航
空
機
事
故
に
つ
い
て

▼
「
新
・
三
鷹
市
行
財
政
改
革

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
２

（
仮
称
）
」
の
概
要
に
つ
い
て

９
月
８
日
、
９
日

【
議
案
】

▼
新
川
防
災
公
園
（
仮
称
）
の

公
園
施
設
等
の
取
得
に
係
る
予

定
価
格
の
変
更
に
つ
い
て

▼
平
成
27
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
三
鷹
市
特
定
個
人
情
報
保
護

条
例

▼
三
鷹
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
給
与
及
び
旅
費
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例▼
調
停
の
申
立
て
等
に
つ
い
て

�
＝
以
上
８
件
、
原
案
可
決

【
請
願
】

▼
消
費
税
増
税
の
中
止
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て　

＝
不
採
択

【
行
政
報
告
】

▼「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

（
平
成
27
年
度
）
に
つ
い
て

２７・１１・８

平
成
27
年
７
月
〜
９
月

「
声
の
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

三
鷹
市
議
会
で
は
、
目
の
不
自
由
な
方
を
対
象
に
、
本
紙

の
内
容
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
及
び
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
に
録
音

し
た
「
声
の
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
方
に
郵
送
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
お
知
り
合
い
で
希
望
す
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
議
会
事
務
局
を
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

れ
、
引
き
続
き
適
切
な
就
労
指

導
・
自
立
支
援
等
を
行
い
、
社

会
参
加
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
。

▽
衛
生
費

１　

各
種
が
ん
検
診
や
予
防
接

種
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
生
命
や
健
康
に
直
結
す
る

事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係

機
関
の
専
門
的
知
見
を
活
用

し
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
。

▽
商
工
費

１　

都
市
型
産
業
誘
致
促
進
事

業
に
つ
い
て
は
、
民
学
産
公
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
、
さ
ら
な

る
企
業
誘
致
に
努
め
る
こ
と
。

▽
土
木
費

１　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
既
存

路
線
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

交
通
不
便
地
域
解
消
の
た
め
、

早
急
に
取
り
組
み
、
全
市
的
な

利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

ま
た
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
導

入
に
つ
い
て
も
、
先
進
市
の
事

例
等
を
研
究
・
分
析
し
、
引
き

続
き
取
り
組
む
こ
と
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

１　

東
部
水
再
生
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
施
設
改
良
事
業
を

都
市
再
生
及
び
危
機
管
理
事
業

の
最
優
先
課
題
と
し
、
廃
止
を

前
提
に
早
期
に
流
域
下
水
道
へ

編
入
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
東

京
都
及
び
関
係
市
に
強
く
働
き

か
け
る
こ
と
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

１　

第
六
期
介
護
保
険
事
業
計

画
を
実
施
す
る
中
で
、
要
支
援

者
に
対
す
る
新
し
い
介
護
予
防

事
業
を
こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス

よ
り
低
下
し
な
い
よ
う
努
め
る

こ
と
。

【
決
算
審
査
特
別
委
員
】

◎
土
屋
健
一　

○
寺
井　

均

　

加
藤
浩
司　
　

渥
美
典
尚

　

石
原　

恒　
　

嶋
﨑
英
治

　

栗
原
健
治

　

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

っ
た
。
こ
れ
は
、
一
部
法
人
の

業
績
回
復
な
ど
に
よ
る
法
人
市

民
税
の
増
や
地
方
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
な
ど
の
影
響
に
よ
る

地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
な
ど

に
よ
り
、
「
経
常
一
般
財
源

等
」
の
増
が
「
経
常
経
費
充
当

一
般
財
源
等
」
の
増
を
上
回
っ

た
こ
と
に
加
え
、
行
財
政
改
革

の
取
り
組
み
の
成
果
と
言
え

る
。
今
後
、
第
４
次
三
鷹
市
基

本
計
画
の
第
１
次
改
定
を
見
据

え
、
引
き
続
き
健
全
な
財
政
運

営
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
平
成
26
年

度
の
予
算
執
行
と
そ
の
行
政
効

果
等
に
つ
い
て
審
査
を
進
め
た

結
果
、
本
決
算
議
案
に
つ
い
て

は
い
ず
れ
も
原
案
を
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。
』

　

委
員
会
は
次
の
附
帯
意
見
を

付
し
、
市
理
事
者
に
対
し
て
、

そ
れ
ら
に
十
分
配
慮
し
た
市
政

の
執
行
を
要
望
し
ま
し
た
。

 

附
　
帯
　
意
　
見 

一
　
般
　
会
　
計
〔
歳
　
出
〕

▽
総
務
費

１　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

に
お
け
る
個
人
番
号
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
の
確
保
に
当
た
っ
て

は
、
全
国
民
を
対
象
に
し
た
全

く
の
新
制
度
で
あ
り
、
ま
た
、

外
部
へ
の
委
託
等
を
行
う
こ
と

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
人
情
報

の
漏
え
い
、
不
正
使
用
等
を
防

ぐ
た
め
に
一
層
の
安
全
性
の
確

保
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

▽
民
生
費

１　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
に
つ
い
て
は
、
施
設
・
事

業
者
等
の
意
見
を
酌
み
取
り
、

さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
努
め
る

こ
と
。

２　

生
活
保
護
受
給
者
に
つ
い

て
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
就

労
支
援
員
の
増
員
も
視
野
に
入

鷹
市
基
本
計
画
」の
着
実
な
推

進
と「
協
働
」
の
継
続
が
切
り

拓
く
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
」
、

「
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
耐

え
る
自
治
体
経
営
基
盤
の
強

化
」
を
市
政
運
営
の
基
本
的
な

考
え
方
に
据
え
、
最
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
「
都
市
再
生
」
と

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
「
危
機
管
理
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
と
も
に
、
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
」
「
健
康
長
寿
社

会
」
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
」
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
都
市
」

「
地
域
活
性
化
」
「
都
市
交
通

安
全
」
の
各
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
を
推
進
し
、
「
人
間
の
あ

す
へ
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け

て
、
「
高
環
境
・
高
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
な
お
、
当
該
決
算
年

度
に
お
け
る
財
政
指
標
に
つ
い

て
は
、
経
常
収
支
比
率
が
86
・

４
％
と
な
り
、
前
年
度
と
の
比

較
で
５
・
５
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
、
５
年
ぶ
り
に
80
％
台
と
な

審
査
報
告
（
要
旨
）

　

『
平
成
26
年
度
の
本
市
の
予

算
執
行
は
、
一
般
会
計
の
歳
入

決
算
額
は
677
億
２
千
万
円
余

で
、
前
年
度
比
29
億
７
千
万
円

余
、
４
・
６
％
の
増
、
歳
出
決

算
額
は
662
億
１
千
500
万
円
余
、

前
年
度
比
29
億
１
千
600
万
円

余
、４
・
６
％
の
増
で
あ
り
、予

算
に
対
す
る
収
入
率
は
95
・
３

％
、
執
行
率
は
93
・
２
％
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
歳
入
歳
出
の
差

し
引
き
額
は
15
億
400
万
円
余

で
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
額

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
13

億
７
千
400
万
円
余
と
な
っ
た
。

一
方
、
全
会
計
に
お
け
る
歳
入

決
算
額
は
１
千
41
億
６
千
500
万

円
余
で
、
前
年
度
比
36
億
500
万

円
余
、
３
・
６
％
の
増
、
歳
出

決
算
額
は
１
千
23
億
９
千
900
万

円
余
、
前
年
度
比
35
億
３
千
200

万
円
余
、
３
・
６
％
の
増
で
あ

り
、
収
入
率
は
95
・
５
％
、
執

行
率
は
93
・
９
％
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、「「
第
４
次
三

監 査 委 員 の 意 見
　審査に付された一般
会計をはじめ、各特別
会計の歳入歳出決算
書、歳入歳出決算事項
別明細書、実質収支に
関する調書、財産に関
する調書及び各基金の

運用状況を示す書類は、法令に準拠して作成されて
おり、計数に誤りはないものと認められた。
　厳しい財政状況下にあって、予算の執行は概ね適
正に行われており、経営努力により限られた財源を
有効に活用して、計画した諸事業が順調に実施でき
たことは評価するところである。今後とも、事務・
事業の実施、予算の執行に当たっては、目的、効果
を明確にするとともに、常にコスト意識をもち、最
小の経費で最大限の成果を得るよう努力されたい。
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